
２００８年６月１６日改訂　　　　　　　
２００７年１０月３０日改訂　　　　　　　

エスペック製品におけるアスベストの有無＜早見表１＞ ２００５年１０月１９日改訂　　　　　　　

※２００６年7月以降に製造された製品については、アスベストの使用はありません。 ２００５年８月３１日作成　環境管理部

恒温恒湿器（小型環境試験装置） ＳＨ，ＳＵ 全型式 ― ―

恒温恒湿器（ラボヒュミダー） ＬＨ，ＬＵ，ＬＨＬ，ＬＨＵ 全型式 ― ―

恒温恒湿器
（クライマティックチャンバー）

ＣＲＨ、ＣＳＨ,　ＣＲ 全型式 ― ―

恒温器（小型高温チャンバー） ＳＴ，ＳＴＨ 全型式 ― ―

低温槽（ミニサブゼロ） ＭＣ 全型式 ― ―

ＴＳＡ　（空冷仕様）
４１，７１，１０１，

２０１，３０１
― ―

ＴＳＢ　（空冷仕様） ２，５ ― ―

ＴＳＢ　（空冷仕様） ２１，５１ ― ―

ハストチャンバー ＥＨＳ 全型式 ― ―

恒温恒湿器
（プラチナスチャンバー）

ＰＨ，ＰＲ，ＰＬ，ＰＵ，ＰＳＬ，ＰＧの
４型（空冷仕様）のみ

Ｇ／Ｆ／Ｓ／Ｋの
各シリーズ

― ―

恒温器（パーフェクトオーブン） ＳＴＰＨ，ＳＳＰＨ １０１，２０１ ― ―

ＰＨ，ＰＲ，ＰＬ，ＰＵの１型～３型
Ｇシリーズ

（PL-1GMほか）
―

ＰＨ，ＰＲ，ＰＬ，ＰＵの１型～３型，
ＰＳＬ，ＰＧの２型

Ｆシリーズ
（PL-1FPほか）

―

ＰＨ，ＰＲ，ＰＬ，ＰＵの１型～３型，
ＰＳＬ，ＰＧの２型

Ｓシリーズ
（PL-1STほか）

―

恒温器（パーフェクトオーブン） ＰＳ，ＨＰＳ 全型式 ―

恒温器（ギヤーオーブン） ＧＰＳ，ＧＨＰＳ 全型式 ―

恒温器（イナートオーブン） ＩＰＳ，ＩＰＨＳ 全型式 ―

恒温器（セーフティーオーブン） ＳＰＳ，ＳＨＰＳ ２１２、２２２、２３２
扉内箱断熱部、安全扉額縁部
本体額縁部

―

恒温器（セーフティーオーブン） ＳＰＳ，ＳＨＰＳ ２４２ 扉内箱断熱部、本体額縁部 ―

恒温器（パーフェクトオーブン） ＳＴＰＳ ２１２，２２２

扉内箱断熱部、本体額縁部
ヒーターユニット断熱材、
ケーブル孔断熱材、
排気口フランジ断熱材

―

恒温器（クリーンオーブン） ＲＣＯＦ 全型式
本体函体断熱材、
ケーブル孔断熱材

―

恒温器（クリーンオーブン） ＰＶＣ，ＰＶＨＣ ２１０，２３０，３３０
扉断熱材、
ケーブル孔の断熱リング

―

冷熱衝撃装置 ＴＳＲ 全型式
①ヒータユニットの断熱材
②本体断熱材

―

水冷配管の継手部パッキン 2006年6月

１００

２００

３００

４００

ＰＶ，ＰＶＨ 全型式 扉断熱材 1992年

恒温器（ラボオーブン） ＬＣ，ＬＧ 全型式
扉観測窓断熱材、天井排気孔部
品、内槽受材

1999年

恒温恒湿器
（プラチナスチャンバー）

ＰＨ，ＰＲ，ＰＬ，ＰＵの１型～３型，
ＰＳＬ，ＰＧの２型

Ｋシリーズ
（PL-1KＴほか）

送風機(ラインフローファン)取付板
の断熱材

2002年

ハストチャンバー ＴＰＣ
２１１，２２１，４１

１，４２１，２１１Ｄ，
４１１Ｄほか

詳細は別紙資料＜早見表２＞にて
ご確認ください。

冷熱衝撃装置 ＴＳＥ １１ ダンパー軸用パイプの断熱リング 2003年

この表は、お客様先でご使用中の製品がアスベストを含むか否かを確認するための早見表です。

※１．対象製品や使用部位などの情報は代表的な事例です。詳細は、弊社窓口までお問合せください。

※２．この切り替え時期以降、アスベストは使用していないことを示します。

※３．製品により、これより早い時期に非アスベスト対応を行なっている場合があります。

※４．製品オプションについての詳細は、弊社窓口までお問合せください。

※５．アスベストに関する調査は継続実施中です。新たな情報については入手次第、随時更新させていただきます。

恒温恒湿器
（プラチナスチャンバー）

恒温器（パーフェクトオーブン）

シリーズ 主な使用部位　　※１

水冷仕様の製品

扉内箱断熱、
ヒーターユニット断熱材

ＰＨ，ＰＨＨ，
ＳＰＨ，ＳＰＨＨ，
ＧＰＨ，ＧＰＨＨ，
ＩＰＨ，ＩＰＨＨ

冷熱衝撃装置

1993年

非アスベスト部材
への切り替え時期

 ※２
型　　式　※１

使用の
有無

商　品　名

扉内箱断熱部、
本体額縁部、
ヒーターユニット断熱材

送風機(ラインフローファン)取付板
の断熱材
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